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北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
老
齢
福
祉
年
金
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

老
齢
福
祉
年
金
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
」
の
下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
中
国
残
留
邦

人
等
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
被
害
者
（
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
被
害
者
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
当
該
中
国
残
留
邦
人
等
」
の
下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
」
の

下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
中

国
残
留
邦
人
等
」
の
下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
、「
第
二
項
」」を
「
第
三
項
」」に
改
め
る
。

第
三
条
の
三
第
三
項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に

改
め
、「
中
国
残
留
邦
人
等
」
の
下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
、「
第
二
項
」」を
「
第
三
項
」」に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
」
の
下
に
「
及
び
被
害
者
」
を
加
え
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
号
」

に
改
め
る
。

一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
第
八
号
の
四

二

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
c

（
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
民
年
金
の
特
例
に
関
す
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
民
年
金
の
特
例
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
が
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

律
第
百
四
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

法
第
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
被
害
者
の
子
が
令
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
行
っ
た
旨
の
情
報
の
提
供

を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
被
害
者
の
子
に
係
る
前
項
の
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
項
第
二
号
中
「
特
例
追
納
を
行
お
う
と
す
る
月
数
」
と
あ
る
の
は
、「
令
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
旧
保
険
料
免
除
期
間
又
は
新
保
険
料
免
除
期
間
と
み
な
さ
れ
た
期
間
の
全
部
に
つ
き
保
険
料
を
納
付
す
る
旨
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

令
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
令
第
八
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
保
険
料
の
納
付
は
、
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程

（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
百
四
十
一
号
）
別
紙
第
四
号
の
十
五
書
式
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」

を
「
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
厚
生
労
働
省
」
を
「
厚
生
労
働
省

令
」
に
改
め
、「
受
理
」
の
下
に
「
及
び
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
情
報
の
受
理
」
を
加
え
、
同
条
を
第
六
条
と
す

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
四
十
三
号
）」を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

令
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
令
第
八
条
第
一
項
の
申
出
に
係
る
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働

大
臣
は
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
）

第
三
条

令
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
請
求
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

基
礎
年
金
番
号

三

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
（
年
金
の
種
別
及
び
そ
の
区
分
を
表
す
記
号
番
号
を
い
う
。）

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
証
書

二

特
例
追
納
を
行
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
特
例
追
納
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
五
号

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
八

条
第
一
項
及
び
同
法
第
四
十
一
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
一
条
の
十
三
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
並
び
に
道
路
運

送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
十
一
条
（
同
法
第
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
定
め
る
放
射
性
輸
送
物
」
の
下
に「（
同
条
第
二
項
に
定
め
る
Ｉ
Ｐ
e

１
型
輸
送
物
、

Ｉ
Ｐ
e

２
型
輸
送
物
及
び
Ｉ
Ｐ
e

３
型
輸
送
物
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
の
う
ち
、
非
開
放
型
の
構

造
の
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
外
接
す
る
直
方
体
の
一
辺
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を

削
り
、「
及
び
取
卸
し
」
を
「
、
取
卸
し
及
び
運
搬
中
の
取
扱
い
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
第
三
号
中
「
前
項
」
を
削
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
事
項
を
」
の
下
に
「
、
耐
久
性
の
あ
る
方
法
で
、」を
加
え
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と

し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

次
に
掲
げ
る
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
に
は
、
そ
の
表
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

を
、
耐
久
性
の
あ
る
方
法
で
、
鮮
明
に
表
示
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

放
射
性
輸
送
物
が
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
て
い
る
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク

「
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
」
の
文
字

又
は
「Ｏ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ

」
の
文
字

二

放
射
性
輸
送
物
が
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
て
い
る
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
（
個
々
の
放
射
性
輸
送
物
に
表
示

さ
れ
た
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項
が
外
部
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
場
合
を
除
く
。）
荷
送
人

若
し
く
は
荷
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
当
該
放
射
性
同
位
元
素
等
に
係
る
告
示
で
定
め
る
国
連

番
号

三

放
射
性
輸
送
物
（
Ｌ
型
輸
送
物
を
除
く
。）が
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
て
い
る
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
（
個
々

の
放
射
性
輸
送
物
に
表
示
さ
れ
た
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
事
項
が
外
部
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る

場
合
を
除
く
。）
当
該
放
射
性
同
位
元
素
等
の
告
示
で
定
め
る
品
名
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